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うに・病院を取 り巻 く状況が厳 しさを増す中・看護職員にはそれぞれの立場で病院改革 ・改善への意識を高め努力する
一方で、さらに質のよいサー ビスを提供することが求められている。
ケアの質を保障 しさらに高めて行 くためには・真に看護の専門性を発揮できるナースの育成が不可欠である。臨床の
場では専門看護師や認定看護師を確保 した り、病病 ・病診連携を強化するナースを登用するなどの努力は可能であるが、
各々の専門ナースの能力をさらに高め、実践の場で最大限活用するには限界があることはまぎれもない事実である。っ
まり、専門看護師や認定看護師等に、学んだ知識や技術を駆使 してす ぐに横断的な活動を求めることは適当でなく、育
成 しなが ら活動を推進することが欠かせないと考えているが、 この育成と活動の推進をサポー トできる人材に限界があ
るということである。
このような臨床の場での限界を埋めるためには、看護の実践力があり、かつ教育 ・研究にす ぐれた業績を有する大学
の教官との連携と協働が最も有効であると確信している。大学の教官が病院の専門ナース と共に、各々の専門領域での
知識や技術を実際の看護場面で提供することにより・臨床側のケアの質向上が大いに期待できる。加えて、実践 した活
動は効果があったかどうかなど、研究を通 して必ず実証されなければならず、この点も期待するところ大である。
大学と臨床が連携を強化 し協働することは、単に臨床側の充実と満足にとどまることを意味してはいない。大学の教
官が臨床の場で機能するということは・臨床側 とのよりよい人間関係の成立を促進するとともに、教官の実践能力を維
持することも期待できる。このことは学生に効果的で良質な教育の提供に必ずや繋がるであろう。また、制約や限界を
ともなう研究において、臨床と共同して研究することにより、それが緩和されることも期待できる。
以上述べたように・大学と臨床が連携 し協働することは・臨床の場でのケアの質向上、学生教育の充実、さらには研
究の推進等、大学と臨床相互に大変意味のある戦略であると確信する。臨床の場と教育 ・研究の場との乖離が懸念され
ている昨今・連携 と協働を推進することはたやすいことではないが、 したたかにそしてしなやかに実現に向け努力して
いきたい。
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